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ICT を活用した算数指導ができる教員を養成するためのカリキュラムの開発 
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１．背景と目的 

電子黒板やタブレット等の ICT 機器が小学校

にも整備され，それらの活用の効果が期待されて

いる。しかし，算数指導において ICT は十分に活

用されているとは言い難い状況である。その原因

として教員が活用の意義や効果を理解していない

ことや活用の必要性を感じていないことなどが指

摘されている（杉山 2012）。算数指導において ICT
を効果的に活用し指導方法や学習内容を充実する

ことは喫緊の検討課題である。 
また，平成 26 年 8 月に「ICT を活用した教育

の推進に関する懇談会」報告書（中間まとめ）が

公表された。この報告書では「ICT を活用した教

育を浸透させていくには，教員養成・採用・研修

のそれぞれの段階において，ICT を活用した教育

を導入していくことが重要」であることが指摘さ

れ，特に「教員養成の段階では，教科の指導法等

に関する科目において ICT を活用した指導方法

を習得するようにすることが望ましく，教員養成

課程にかかる必要な制度の見直しの検討が求めら

れる」と述べられている。 
そこで，本プロジェクトでは，附属小学校での

ICT を活用した算数指導の実践事例を活用して，

ICTを活用した算数指導ができる教員を養成する

ためのカリキュラムを開発することを目的とする。 
 

２．方法 

ICTを活用した算数指導ができる教員を養成す

るためのカリキュラムを，次の手続きで開発する。 
1)  小学校教員免許を取得希望の学生に算数指

導における ICT活用に関する意識調査を行い，

カリキュラム開発の方向性を検討する。 

2)  算数指導における ICT活用の意義を学習指

導要領とその解説をもとに考察し，カリキュ

ラムの内容に位置付ける。 
3)  米国の ICT活用の教材例と附属小学校での

ICT を活用した算数指導の実践事例を考察し，

カリキュラムの内容を検討する。 
4)  それらをもとに，ICT を活用した算数指導

ができる教員を養成するためのカリキュラム

を開発する。 
 

３．結果と考察 

1) 算数指導における ICT 活用に関する学生の意

識（詳細は，中村 2014a） 

小学校教諭免許状を取得するために選択必修で

ある「小学校数理」を受講する学生を対象に質問

紙調査を実施し，その結果を分析した。 
① 実施時期：2014 年 4 月 16 日（水） 2 校時 
② 対象学生：70 名〔内訳は男 19 名（27.1%），

女 51（72.9%）名で，学年は 3 年 63 名，4 年

6 名，その他 1 名）〕 
③ 回答形式：(1)，(3)，(5)は「1 はい，2 どちら

かと言えばはい，3 どちらかと言えばいいえ，

4 いいえ」， (2)は「1 よくある，2 時々ある，

3 たまにある，4 全くない」の 4 択から選択，

(4)は複数選択である。 
(1) 算数に対する自信と好意 

算数が「得意か（自信）」と「好きか（好意）」 

 
図1 算数に対する自信と好意 
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を質問した。その結果，学生は，算数はあまり得

意ではない（64.3%）が好きである（65.7%）傾

向があることが分かった（図 1）。 
(2) 算数・数学における ICT を活用した授業経験 

小中高校の算数・数学の授業で「ICT を活用し

た授業経験があるか」を質問した。その結果，多

くの学生は小（92.9%）中（87.1%）高（84.3%）

において ICT を活用した算数・数学の授業経験は

全くなかった（図 2）。この結果は，中学校数学教

諭免許の取得希望学生への調査結果と同様の結果

であった（詳細は，中村 2013）。 

 
図2 算数・数学におけるICTを活用した授業経験 

(3) ICT の活用希望と活用自信 

算数指導で将来 ICT を「活用したいか（活用希

望）」と「活用できるか（活用自信）」を質問した。

その結果，学生は ICT を活用したいという希望

（68.6%）はあるが，活用する自信はない（62.9%）

ことが分かった（図 3）。 
 
 
 
 

図3 ICTの活用希望と活用自信 

(4) ICT 活用が有効な領域 

「数と計算」「量と測定」「図形」「数量関係」か

ら ICT 活用が有効と思う領域を複数選択した。そ

の結果，「図形」領域（94.3%）での ICT 活用は

有効と考えるが，「数と計算」領域（7.1%）では

あまり有効ではないと捉えている学生が多いこと

が分かった（図 4）。 
 
 
 

 

図 4 ICT活用が有効な領域 

(5) ICT 活用の算数指導での有効性 

以下の 7 項目について「ICT 活用が有効と考え

るか」を質問した。その結果，どの項目も肯定的

回答（1 又は 2 と回答）が過半数を超えていた。

特に興味・関心・意欲の向上（97.1%）や数学的

見方・考え方の育成（82.6%）は肯定的回答が多

かった。逆に数学的技能の習得（66.7%）や思考

力・判断力・表現力の育成（67.2%）の肯定的回

答は他に比べ少なかった（図 5）。 
① 知識・理解の習得     ⑤ 数学的な技能の習得 

② 数学的見方・考え方の育成 ⑥ 創造性の育成 

③ 興味・関心・意欲の向上  ⑦ 活用力の育成 

④ 思考力・判断力・表現力の育成 

 
図5 ICT活用の算数指導での有効性 

調査結果からは，学生は小中高の算数数学の授

業で ICT を活用した経験はほとんどないが，将来

算数指導で ICT を活用したい。しかし，ICT を活

用する自信はあまりないと考えていることが分か

った。これらから，(a)算数指導において ICT が

どのように活用されているのかを実践事例等を通

して具体的に知る機会を設定すること，(b)ICT を

活用する経験（体験授業や模擬授業）をさせ活用

する自信を向上させることが必要と考える。また，

ICT 活用が活用力（74.9%）や創造性（72.8%）

の育成に関して有効であるという意識はあまり高

くなく，活用力や創造性の育成での ICT 活用事例

についても学ぶ機会を設定することが必要である。 
2) 算数指導におけるICT活用の意義 

小学校学習指導要領（2008a）の第 3 節算数で
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は「指導計画の作成と内容の取扱い」において「数

量や図形についての感覚を豊かにしたり，表やグ

ラフを用いて表現する力を高めたりするなどのた

め，必要な場面においてコンピュータなどを適切

に活用すること（p.60，波線は筆者）」が述べられ

ている。「数量や図形についての感覚」の深化や表

現力の向上について示されているものの具体的な

活用事例は例示されていない。また，学習指導要

領解説算数編（2008b）では「算数科の指導にお

いては，コンピュータなどを用いて，知識・技能

の活用を図ったり，児童の能力をさらに創造的に

発揮させたりすることが大切であることを示して

いる。その際，資料などの情報を分類整理したり，

表やグラフを用いて表現したり，図形を動的に変

化させたり，数理的な実験をしたりするなど，コ

ンピュータのもつ機能を効果的に活用することに

よって，数量や図形についての感覚を豊かにした

り，表現する力を高めたりするような指導の工夫

が考えられる」と述べている（p.189，波線は筆

者）。活用力や創造性の育成に ICT 機器の活用の

意義があることが述べられている。しかし，活用

力と創造性は，前節の学生への意識調査において，

あまり高くない項目であったことに注意する必要

がある。 
「教育の情報化に関する手引き（文部科学省

2010）」では，「教科指導における ICT 活用とは，

教科の目標を達成するために教員や児童生徒が

ICT を活用することである」と述べ，(ⅰ) 学習指

導の準備と評価のための教員による ICT 活用，

(ⅱ) 授業での教員による ICT 活用，(ⅲ) 児童生

徒によるICT活用の3つに分けて教科指導におけ

る ICT 活用を以下のように述べている。(ⅰ) は
「よりよい授業を実現するために教員が ICT を

活用して授業の準備を進めたり，教員が学習評価

を充実させるために ICT を活用したりすること」

である。(ⅱ) は「教員が授業のねらいを示したり，

学習課題への興味・関心を高めたり，学習内容を

わかりやすく説明したりするために，教員による

指導方法の一つとして ICT を活用すること」であ

る。「学習指導要領における教員による ICT 活用

の例示の多くは，映像や音声といった情報の提示

である。教員が ICT を活用して情報を提示するこ

とは，教員による発問，指示や説明とも関係が深

く，すべての教科指導の数多くの指導場面で実施

可能であると考えられる」とある。(ⅲ) は「教科

内容のより深い理解を促すために，児童生徒が，

情報を収集・選択したり，文章や図・表にまとめ

たり，表現したりする際に，あるいは，繰り返し

学習によって知識の定着や技能の習熟を図る際に，

ICT を活用すること」である。算数指導のおける

ICT 活用は，図 6 の意義（(a)(b)(c)(d)によって①

②③④を育てる）を考えると，特に (ⅲ) の児童

による ICT 活用が必要であり重要と考える。 
算数指導では， 

➀ 数量や図形の感覚  ② 表現力 

③ 活用力       ④ 創造性 

を育てるために，  

(a) 情報の分類整理   (b) 表やグラフで表現 

(c) 図形を動的に変化  (d) 数理的な実験 

などのコンピュータの機能を活用する。 
図6 算数指導におけるICT活用の意義 

3) 米国の教材例と附属小学校でのICT活用事例 

(1)米国のICT活用の教材例 

Texas Instruments のホームページにある教材

データベース Welcome to Math Nspired- 
Resource Center for Educators- （ http:// 
education.ti.com/en/timathnspired/us/home）に

は小学校から高校までの多くの教材があり，ICT
活用の参考となる。例えば，小学校用としては，

以下の教材例がある。図 7 の左図は平行四辺形の

等積変形（小学校第 5 学年），右図は対角線と四

角形の特徴（小学校第 4 学年）の教材例で，教師

が提示し説明することにも使えるし，児童が動か

しながら視覚的に探究することも可能である。 

 
図7 米国のICT活用の教材例 
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 (2)附属小学校でのICT活用事例 

 附属小学校での ICT 活用事例を収集した（図

8~図 10）。図 11は事例で使用した ipadアプリ（左 

 
図8  「なんじなんじはん」 

 
図9 「3けたの数」 

図）とデジタル教科書の画面例（右図）である。 

 
図10 「はしたの大きさの表し方」（小数） 

  
図11 Feel Clock（左図）とデジタル教科書（右図） 

4) 算数指導におけるICT活用カリキュラム試案 

前節までの考察結果をもとに，図 12 のような

カリキュラム試案を作成した。 
(1) 算数指導における ICT 活用の意義       [0.5]

(2) 情報の分類整理と表やグラフで表現       [0.5]

(3) 図形を動的に変化               [0.5]

(4) 数理的な実験                 [0.5]

(5) 算数指導での ICT 活用事例           [1.0]

   [  ]内の数字は時間数である。

図9 算数指導におけるICT活用カリキュラム試案 

(1) 算数指導におけるICT活用の意義 

 3 の 2)で考察した意義について，学習指導要領

とその解説をもとに解説し，具体例について議論

する。 
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(2) 情報の分類整理と表やグラフで表現 

 小学校 6 年生の資料の考察では，資料の平均や

資料の散らばりについて，統計的に考察したり表

現したりする。図 13 は教科書（東京書籍 6 年下

pp.28-29）の問題である。児童が図 13 のデータ

を入力し，度数分布で表した後，階級の幅による

違いを視覚的に確かめることができ，表現力の育

成にも繋がる。階級の幅が 5 のときと 9 のときを

図 14 に示す。図 14 は，GeoGebra5 による。 

 
 
 
 
 
 
図13 資料の調べ方（東京書籍6年下pp.28-29） 

 

 

 
図14 度数分布とヒストグラム 

(3) 図形を動的に変化 

小学校 5 年生で，四角形の 4 つの角の大きさの

和が 360°になることを演繹的に考え説明する活

動が扱われる（図 15，東京書籍 5 年下 p.5）。こ

こでは，三角形の 3 つの角の大きさの和が 180°
になることを基にして，四角形の 4 つの角の和の

大きさの和が 360°にあることを考えさせる。 
 
 
 

 
 
 
図15 四角形の内角の和（東京書籍5年下p.5） 

学習指導要領解説（p.159）では，対角線で 2
つの三角形に分ける方法（図 16 左上）と内部に

点を取り4つの三角形に分ける方法（図16右上）

の 2 通りが扱われる。しかし，ICT を使うことで

内部の点 E を動的に動かし，点が辺上にある場合

（図16左下）や点が外部にある場合（図16右下）

でも演繹的に説明できることを見つけることがで

き，創造性の育成を促進する。図 16 はTI-Nspire
による。 

 
 
 
 
 

 
 
 

図16 四角形の4つの角の大きさの和 

(4) 数理的な実験 

 小学校 6 年生の比例の学習では，水槽の水量の

変化が扱われる（図 17 は東京書籍 6 年下 pp.2（平

成 22 年検定），図 18 は東京書籍 6 年 pp.122（平

成 26 年検定））。しかし，実際にその場面を見せ，

変化の様子を観察させることは難しい。そこで，

図 19 のように変化の様子を視覚的に提示するこ

とが可能であり，数量の感覚の向上に繋がる。 
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図17 比例（東京書籍6年下pp.2，平成22年検定） 

 

 

 

 

 
図18 比例（東京書籍6年pp.122，平成26年検定） 

 

 
 
 
 

図19 水槽の水量の変化 

(5) 算数指導でのICT活用事例 
 3の3)の附属小学校での ICTを活用した実践事

例を用いて，算数指導における ICT 活用の具体的

な指導事例を知るとともに，ICT 活用の意図やそ

の効果について議論する。また，学習指導案と授

業ビデオ記録をもとに児童の学習活動を分析する。 
 

４．まとめと課題 

本研究では，まず小学校教員免許を取得希望の

学生に対して，算数指導における ICT 活用に関す

る意識調査を行った。その結果，算数指導で ICT
を将来活用したいが自信はないということ，活用

力や創造性の育成という ICT 活用に関する意識

があまり高くないことなどが明らかとなった。次

に，学習指導要領やその解説などにある ICT 活用

の意義を考察し，米国での教材例や附属小学校で

の活用事例を検討し，カリキュラム試案を作成し

た。今後はこのカリキュラム試案をもとに実践し，

実際の効果を検討することが課題である。 

また，今回は算数科の教育法に位置づける場合

について検討したため，3 時間を ICT 活用の授業

として設定した。しかし，ICT を活用した算数指

導の体験授業や模擬授業もカリキュラムに位置づ

けることが必要と考えるが，授業時数の関係で難

しいものと考える。他の科目との連携や新しい科

目（算数指導における ICT 活用に関する科目）の

設定などの検討が必要と考える。 
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